二、羽合地方の弥生式文化時代（その１）
１　弥生式文化時代の概説

原始農耕文化の招　　　山野にみちみちていた野生の動植物や海、河からの魚貝類の収集によって生活していた繩文式
来　　　　　　　　　文化時代の収集経済生活は、旧石器文化時代につぐ新石器文化時代であって、すくなくとも、２
　　　　　　　　　　～３万年はつづいたことであろう。その末期になると、狭い日本列島には、収集経済生活では生
　　　　　　　　　　命がつなげなくなるのは当然のことで、そこへ渡来人による稲・麦その他、穀類の種子の輸入や
　　　　　　　　　　仮植の技法も導入されたり、日本在来の原稲の種EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ま),蒔)き、改良もおこなわれ、いわゆる原始農耕文
　　　　　　　　　　化の時代が招来するのである。
直良信夫博士の説　　　そういう文化の要因や傾向、始原の時代については、学界はまだ研究途上にあるようで結論に
　　　　　　　　　　達したというまでには至っていないであろうが、直良信夫博士（古代人の生活）によれば＝現在
　　　　　　　　　　では、日本には野生稲の自生はみられないが、その野生稲の自生時代は、洪積最末期の東京江古
　　　　　　　　　　田寒系植物化石層堆積の時代に遺存植物として、その少数がのこっていたといわれ、野生稲がこ
　　　　　　　　　　の日本に自生していたであろうことをつきとめた最後の時期は、現状では、おそらく中期の繩文
　　　　　　　　　　式文化期の頃までではなかろうか、＝と想察している。
稲作培養時代の出　　　（注）繩文式文化期は早期、前期、中期、後期、晩期の５期に区分される。

現　　　　　　　　　　したがって、それ以後＝日本に稲作農業が出現するようになった西紀２、３世紀前後までの千
　　　　　　　　　　数百年間の稲についての事情は、目下のところつまびらかではない＝と、博士の所説はつづき＝
　　　　　　　　　　そうした矢先きに、北九州地区の初期の稲作農業遺跡で発見された米をしらべてみると、これは
　　　　　　　　　　もう十分に稔実していて粒が大きく、しかもよくふくらんでいる米粒であることが、まず私をお
　　　　　　　　　　どろかせたのである。いうまでもなく、人手によつて培養された稲米（野生稲は十分完熟しない
　　　　　　　　　　前に脱落、そのために粒は細かい）である証拠を、はっきりとのこしているからであった。＝と
　　　　　　　　　　述べている。
栽培稲原種の発生　　　これから後にあげるわが地方出土の稲米との関係から、なお博士の所説を拝借する。

　　　　　　　　　　　＝これらの栽培稲が、日本在来の野生稲をもとにして、日本人の創見によってはじめられたも
　　　　　　　　　　のか、それともこの時期に外国から稲作農業としてもたらされたものか、そのようなことについ
　　　　　　　　　　ての検討はまだ十分行なわれていない。が、作物そのものの遺体と、それに付帯している考古学
　　　　　　　　　　上の事実からすると、当時の稲作農業は、多分にすでに新らしい産業形態をととのえて、先進国
　　　　　　　　　　から日本に渡来したものと考える方がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おん),穏)当のようである。

　　　　　　　　　　　その先進国がどこであったか。それがいつも、議論の中心を形づくっていたようである。
稲作農業と漢文化　　　が、私は、当時韓半島に、強力な勢力を扶植して、さかんに大陸に面した日本に侵略の手をの
の渡来　　　　　　　ばしていた漢文化が、稲作農業文化渡来の重要な役割を受けもっていたであろうことを、見逃し
　　　　　　　　　　てはならないと考えている。＝（直良信夫著、古代人の生活P、１９４～１９５）

　　　　　　　　　　　と、直良博士は繩文式文化晩期ごろから、弥生式文化前期にかけての日本における水稲籾の炭
　　　　　　　　　　化遺物について、北九州地区の出土例をあげ、よくふくらんで大きい米粒であったといっている。
農民遺跡と弥生文　　　日本弥生式文化の時代があり、米作りの原始時代にあたることを主張した人は、故人森本六爾
化時代　　　　　　　であるとおもうが、それ以来この方面の研究が進むにつれて、弥生式文化期の農民遺跡もつぎつ

　　　　　　　　　　ぎ発見され、静岡県EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(と),登)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ろ),呂)遺跡や、奈良県EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(から),唐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こ),古)遺跡の研究によって、当時の原始生産農民生活の実
　　　　　　　　　　態が明らかになったことは、もはや説明するまでもない。
福岡県平原の弥生　　　毎日新聞（昭和４１・２・１５）によれば、＝昨年２月発見した福岡県糸島郡前原町大字有田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひらばる),平原) 
古墳　　　　　　　　弥生古墳は、その後の研究によって、あらゆることを伴う前代未聞の遺跡であることが知られて
　　　　　　　　　　きた。この古墳は、古墳時代の古墳よりも古く、２世紀のなかばごろ築造されたものである。

　　　　　　　　　　　長さ１４メートルのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たてがた),盾形)の墳丘を持ち、内部に割竹形木棺を納めた弥生にしては最大の規模を
　　　　　　　　　　誇る墳墓であるが、何よりも重要なことは、太陽と結びつく構造を備えていたことである。
太陽暦と古墳の形　　　古墳の西側に２ヵ所、鳥居の柱穴がのこっていたが、墳丘外に建てられた一の鳥居の中央に立
成　　　　　　　　　って主体部の木棺を通して東方に目をやると、幾何学のように一直線上に日向（ひなた）峠があ
　　　　　　　　　　る。墳丘上の二の鳥居跡の中央に立っと東の高祖（たかす）山の頂上に向けてあったことがわか
　　　　　　　　　　る。このことにヒントをえて、南北に連なる山なみの名称を拾っていくと、そこに重大な古代の
　　　　　　　　　　なごりがのこっているのを発見した。

冬至～夏至の日ノ　　　飯場峠から高祖山の、やや北までの冬至から夏至までの間に、この山なみから出る朝日を一の
出による暦　　　　　鳥居から観測すると、そこに１年間の暦があったのが知られた。それは文字に書かれた暦ではな
　　　　　　　　　　く、山の稜線に記憶される暦であった。

太陽暦と稲作農業　　　この太陽暦は、弥生時代の水稲耕作とかたく結びつき、それは年中の重要な行事とつながって
　　　　　　　　　　いた。たとえば、日向峠から秋の太陽が出る日はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かんなめ),神嘗)祭、飯場峠から朝日が顔を出す日はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(にいなめ),新嘗)祭
　　　　　　　　　　というぐあいである。
　　　　　　　　　　　かかる天体観測の遺跡は、中央アフリカのマヤ文明にある。それよりも平原のは２００年古い。＝
中国の天文観測　　　　だいたい中国では古くから天文観測の技術が発生し、すでに漢のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(え),淮)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なん),南)王の時代には太陽年は「一
　　　　　　　　　　年三六五日五分之一度也」と正確に観測された計数を「淮南子天文訓」にのせているくらいであ
　　　　　　　　　　るが、わが日本では、まだ前述のような素朴な観測によっていたものとはいえ、そこには理にあ
　　　　　　　　　　った観測方法により、種蒔や収穫の時期を発見していたものと考えられる。そうして、この暦法
　　　　　　　　　　の秘密や水源の権利をにぎっていたものが、農民集団の長として尊敬されていたものと見える。
平原古墳の副葬品　　　毎日新聞記事はまた、＝この弥生古墳には、おびただしい副葬品が埋められていた。日本一の
　　　　　　　　　　大鏡（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼうせい),仿製)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ないこうかもん),内行花文)鏡径４６.５センチ）をはじめ、日本一多くの鏡を副葬していたのも著しい。
　　　　　　　　　　福岡県教育委員会が、原田大六（４９歳）を調査主任として「弥生古墳」を発掘、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほうかくきく),方格規矩)鏡な
　　　　　　　　　　ど後漢鏡３７面、内行花文鏡の仿製（内地の模製品）鏡５面をはじめ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そかんとう),素環頭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たち),太刀)（つか頭に単
　　　　　　　　　　純な環が固定している）、ガラス製、コハク製玉類など多数の副葬品を発掘した。

太陽観測遺跡　　　　　従来、九州の古墳は、４世紀ごろ（橋津の４号前方後円墳と同時代）古墳時代の中心であった
　　　　　　　　　　大和政権の影響を受けて造築されたものと考えられていたが、２世紀ごろの弥生時代後期に、こ
　　　　　　　　　　のように単独の弥生古墳が（北）九州にあったと原田大六らは結論している。しかも、この「平
　　　　　　　　　　原古墳」は、水稲耕作と結びついた「太陽観測遺跡」でもあったと、前代未聞の新説を出した。
　　　　　　　　　　（その理由は前に述べた通りである。）
副葬品と三種の神　　　日本一の大鏡は、伊勢神宮の御神体といわれている「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やたの),八咫)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かがみ),鏡)」（咫、阿咫は同じことで栂指と
器　　　　　　　　　中指とを広げた長さのこと、高木菊三郎著「日本に於ける地図測量の発達に関する研究」P、８）
　　　　　　　　　　に大きさ、文様、また８咫という寸法までも似ているというのも、太陽を迎える鏡としては、も
　　　　　　　　　　はや当然のことである。ガラス製のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まがたま),勾玉)、鉄製の太刀も出土したが、これらが日本神話の「三種
　　　　　　　　　　の神器」に通じるのも、あやしむに足らなくなってきた。
北九州と大和朝廷　　　なにはさておき、日本古墳文化の起源が北部九州にあり、歴史的には大和朝廷は、北部九州の
　　　　　　　　　　住民が近畿地方を征服して樹立したということを証明する意味で、平原弥生古墳の発見は重大な
　　　　　　　　　　意義をになってきた。
平原弥生古墳に葬　　　では、この墳墓に葬られた人物は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いと),伊都)国王の一人であることはいうまでもないが、日本神話
られた人物　　　　　に登場する中のだれに当たるのであろうか。問題の焦点はそこにかかっているが「一人の女性」
　　　　　　　　　　と答えておくにとどめよう。＝

　　　　　　　　　　　たいへん長文の記事を引用したが、わが羽合地域の弥生時代の水稲耕作、同時代住民の有無、
　　　　　　　　　　ひいては当地における古墳時代文化の初期と関連する問題であり、将来発見されるかも知れない
　　　　　　　　　　遺跡や遺物の謎を解くヒントになると思い引用した。
　　　　　　　　　　　つぎに北九州の弥生文化遺跡から最近の近畿地方の弥生文化遺跡の発見に話を転ずることにする。
尼崎田能弥生遺跡　　　昭和４１年２月８日の毎日新聞に、昨秋から発掘調査中の尼崎市田能弥生遺跡について発掘さ
から発掘された人　　れた人骨測定の結果などが載っていた。＝男子らしいのが身長１.６３～１.６５メートル、女らし
　　　　　　　　　　いのが１.５４～１.５５メートルという長身短頭型で、＝北九州やその周辺の長身・長頭（サイヅ
　　　　　　　　　　チ頭）と区別し、＝これはおなじ弥生時代人でも人種が相違し文化を異にし、朝鮮半島から、ま
　　　　　　　　　　ず、「長頭・長身の人びとが北九州に上陸する。彼らは銅剣、銅ホコ文化の持主だった。ついで「短
　　　　　　　　　　頭・長身」のグループが日本に渡ってきたが、北九州には先客が安住している。争をさけて瀬戸
　　　　　　　　　　内海を東へ、そして田能に安住したのも彼らの１グループではなかったか。彼らは「銅鐸文化」
　　　　　　　　　　を持っていた。（中途省略）

銅鏡文化　　　　　　　そして、それから数百年、ふたたび西方から勢力をのばしてきた銅鏡文化の持ち主は、いった
　　　　　　　　　　いどんな体格だったのだろうか。人類学者の夢は、考古学の編年や古代史学とからみ合いながら、
　　　　　　　　　　こうしてはてしなく広がっていくのである。＝

古代人の　　　　　　　繩文時代人骨は、いったいに短身だといわれているが、古事記に出てくる大和の族長に「ナガ
「短頭・長身」と　　スネヒコ」があり＝北朝鮮の新石器遺跡、雄基・鵜儀の多数人骨から「短頭・長身」と「長頭・
「長頭・長身」形　　長身」の２つのタイプが分類されている。＝このことは、わが国に渡来した弥生人の２タイプの
　　　　　　　　　　原流を考えさせる根拠となり得るかも知れない。そうして、わが羽合町周辺から出土している銅
　　　　　　　　　　鐸・炭化米のもつ文化的意義を解明する上にも大切な資料であると思うので、以上の数例をあげ
　　　　　　　　　　て見た。
